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「生物多様性」という言葉との出会い 
千葉県知事 堂本 暁子 

環境パートナーシップちばの会員の皆様をはじ

め、当「だより」の読者の皆さま、こんにちは。平

成９年に設立された環境パートナーシップちばが、

今年１０周年を迎えたということは、大変嬉しいこ

とです。新しいステージがさらに活発に動き出すこ

とを願っています。 

 ところで、皆さんは「生物多様性」という言葉を

知っていますか？ 

 私がこの言葉に出会ったのは今から 17 年前の

1990 年の秋、ワシントンの上院の科学委員会室で地

球環境・国際議員連盟（GLOBE – Global Legislators 
Organization for a Balanced Environment）の会

合に出席しているときでした。GLOBE は、アメリカ、

ヨーロッパ、日本の議員が環境政策について連携を

とりながら国際的に展開する組織（現在は南アフリ

カ、南中央アジアなども加わり７つの地域 GLOBE で

構成されています。）で、私はその回が初めての参

加でした。 

 この GLOBE の会議で、私は「この GLOBE には、７

つの作業部会があるのだけれど、あなたはどれに入

りますか？地球温暖化、有害廃棄物、森林、生物多

様性などです」と尋ねられました。その中で、「生

物多様性（biodiversity）」というのが私には唯一

わからない英単語でした。同行していた秘書のア

ン・レスターに「この単語どういう意味？」と尋ね

たところ、アンは、「森には鳥もいるし、虫も、バ

クテリアも生きています。葉が落ちて、それが腐っ

てまた栄養になっていき、鳥や虫がそのなかで生き

死にしていく、私たちが中学校くらいで習うような、

生態系の循環を一つの全体としてとらえた言葉が

biodiversity、生物多様性です」と答えました。ア

ンが私の耳元でささやくその答えを聞きながら、私

が子どもの頃に好きだった裏山のことを思い出し

ていました。秋になればあけびや栗がとれ、春にな

るといろいろな色のスミレが咲く森は、楽しい遊び

場であると同時に、そこにあるいろいろな花や山菜

や、鳥や動物や昆虫たちが、みんないつの間にか友

達のように思えたものでした。その情景を思い起こ

したときに私は、即座に「私は生物多様性のグルー

プに入れていただくわ」と答えていました。 

 GLOBE の生物多様性担当になってからというもの

は、まず勉強からということで、スミソニアン国立

博物館の生物多様性担当の研究員、トム・ラブジョ

イ教授に会うことからスタート。「まずアマゾンに

行きましょう。私はアメリカの議員たちに生物多様

性を理解してもらうために、まず、アマゾンの森に

あるスミソニアンの小屋に行ってもらっています。

最も世界の中で生物多様性が豊かな場所です」。 

私は、博物館の教授がこのようにしてアメリカの上

下両院の議員を教育していることを知って、大変驚

きました。そして環境に関心のある議員は、ダイナ

ミックに地球の環境問題を勉強し、取り組んでいる

のだということを実感させられました。 

それからというもの、私も、国内でも、外国でも、

生物多様性に関してのシンポジウムや会議が開か

れると聞けば、可能な限り出席し、国際的な動向を

知る努力をしてきました。 

 それから 1992 年の地球サミットまで、私は生物

多様性条約をめぐる国連での動き、そして NGO の動

き、途上国と先進国との対立など、条約づくりのプ

ロセスにどっぷりと漬かりながら時を過ごすこと

になりました。あまりにもそれは貴重な体験であり、

新鮮な経験だったので、何としてもこれは書き残し

ておきたいと思って書いたのが、「生物多様性－生

命の豊かさを育むもの－」（岩波書店 同時代ライ

ブラリー）という本です。 

幸い多くの方に読まれて版を重ねたのですが、絶版

となって既に１０年たちます。ところが、最近、千
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葉県で「（仮称）生物多様性ちば県戦略」を策定す

る動きがはじまったところ、この本を読みたいとい

う希望者が続出。その後の千葉での環境問題などを

書き足して、今度は単行本で出版したいと思ってい

るところです。 

「生物多様性」の本の書き出しは、不思議の国のア

リスの物語。アリスが穴の中で出会った動物たちが

人間の言葉を話したように、今、動物や昆虫や花や

木が人の言葉を話せるとすれば、「助けてくれ」と

叫んでいるに違いありません。  

千葉県の多くの生物種の叫びに、私たちは耳を傾け

なければならないと思っています。 

 

ベトナムの水事情 
       千葉県環境研究センター  小倉久子  

 

「ベトナムにおける水環境整備事業に係る効果発

現調査」という仕事のために，2006 年 11 月と 2007

年 2 月にハノイ市を訪れました。その時見てきたベ

トナムの水事情についてご紹介します。 

 ハノイ市は紅河の河口デルタにあるため，市内に

は多数の池や湖があり，川や水路が網の目のように

張り巡らされています。また，土地が非常に平坦で

河川勾配がほとんどないことも大きな特徴です。 

 ちょっと脱線ですが，ベトナムは中国の影響を強

く受けていて，ベトナム語の音は漢字の音と対応す

るものがたくさんあります。例えば「ハノイ」とい

うのは「河内（カナイ）」から来ているのだそうで

す。文字通り「川の中洲にある街」なのです。 

ハノイ市の，特に旧市街地には人口が密集してい

ます。上にしか伸びようのない細長い建物が敷地い

っぱいに建てられており，ハノイでは庭という概念

がないのではないかと思うほどです。街のあちこち

にある池や湖が公園として整備されていて，もしか

したら，これらが庭のかわりになって，市民の憩い

の場になっているのかもしれません。朝や夕方に湖

畔の遊歩道を散歩する人，ジョギングする人，バド

ミントンをする人などで，とてもにぎわっていまし

た。 

上水道はハノイ市街地ではもちろん完備してお

り，水源はほとんどが地下水だそうです。バングラ

デシュと同じように，ベトナム北部の地下水には天

然由来の砒素が含まれていることが多いのですが，

ハノイ市の水道水源は問題ないようでした。 

各家庭（建物）には腐敗式浄化槽（し尿処理）が

設置されているようですが，当然のことながら，浄

化槽のメンテナンスはほとんど行われていないた

め，その浄化効果がどのくらい期待できるかは不明

です。（気温が高いため，この浄化槽の中でけっこ

う分解が進んでいるかもしれない，という説もあり

ます。） 

なお，トイレは水洗式ですが，水圧が不十分のと

ころも多いようで，新しいビル以外は「トイレット

ペーパーは一緒に流さず，備え付けの屑かごに捨て

る」というのがベトナム式でした。この方法は下水

処理の汚濁負荷量を減らすために効果的であり，日

本でもお手本にしたらいいかもしれないと思った

ことでした。 

浄化槽から続く下水の管渠は，フランスの植民地

時代に，あるいは旧ソ連によって作られたという

非常に古いものです。場所によっては遺跡のように

層をなして下水管が埋まっているとも聞きました。

下水管内部の写真を見せてもらいましたが，レンガ

造りの管渠はひび割れもあって，とてもレトロでし

た。 

各家庭からの排水は，このレトロな下水管を経て

排水路に流れ込んでいます。日本でもかつて見られ

た「どぶ川」というような排水路です。それが集ま

って川になりますが，初めに書いたように土地がフ

ラットなためにどこでも流れが停まっていて，どろ

んとよどんでいます。 

雨の多い季節にはなかなか排水ができず，かつて

は街のあちこちで床上浸水も頻繁に起こっていま

した。日本のＯＤＡにより，水路や小河川の水を大

きな川へ排水するポンプ場が建設されたため，出水

してもその時間が大幅に短縮され，伝染病が激減し

たということでした。 

 市街地には人があふれています。やたらに商店が

多く，靴屋，電気器具屋，服屋，帽子屋，かばん屋

などが，それぞれかたまって並んでいるのが面白い

なと思いました。買う人よりも売る人の方がずっと

多いように思えるくらいです。 

「路上レストラン」も盛況です。調理や洗い物も

当然その場で行われており，排水はそのまま下水管

や水路に流れ込んでいます。通勤途上の朝ごはん，

お昼はもちろん，晩ご飯まで，路上レストランを利

用する人がたくさんいます。このような市民の生活

スタイルは日本では見られないものであり，この

「ベトナムらしさ」を生かしながら今後の水環境整

備をどう進めていくかが考えどころだと思いまし

た。 

路上で食器を洗う日常風景 
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環境教育プログラム「誰が川を汚したの」ｉｎベトナム・ハノイ 
広田 由紀江 

今回、私を含めエコマインドの修了生３名は、千

葉県代表として、「ベトナムにおける水環境整備事

業に係る効果発現調査」の２回目の現地調査に参加

してきました。小倉さんを含む県職員４名、市民３

人（当会・加藤代表、鈴木優子さん、私）の７人で

す。ハノイで行った環境学習デモンストレーション

は、ハノイ市民 100 人が集まった会場は、国籍を超

えて一体になり、大成功！本当にいい経験をさせて

いただきました。 

私達が行った環境教育デモンストレーションは、

「誰が川を汚したの？」でした。プログラムにベト

ナムらしさを出すために、旧市街地での人々の暮ら

しや、水辺の様子を見て回り、ベトナムをこの目で

確認してからベトナム版のシナリオを完成させま

した。   

プログラムは、川に見立てた水槽に、参加者全員

がフィルムケースに入れた汚れを投入します。ケー

スの名前と中身は必ず一致するわけではなく、「セ

プティックタンク」（単独浄化槽）と書いてあるケ

ースの中身は実は「オレンジジュース」であったり

しました。又、ベトナムでは、床屋さんは路上で散

髪するということで「髪の毛」のケースも作りまし

た。前夜にカリスマ美容師（？）広田による小倉さ

んの断髪式が行われ、ケースに収められました。プ

ログラム終了後、参加者にこの種明かしすると、大

きく盛り上がりました。 

プログラムのすばらしいところは、お互いに打ち

解けるためのアイスブレイクにもつながったと思

われることです。ベトナムの皆さんが、親近感を持

って接してくれていることを肌で感じることがで

きました。又、言葉を越えて気持ちが伝わっていた

ことです。私が読んだシナリオを通訳してもらう前 

 

に、ベトナム人参加者が反応する場面が何度かあ

りました。ベトナム語と日本語で話すのに、なぜか

通じるのです。お互いに気持ちや思いを伝えたい、

という姿勢が前面に出ているからなのだと思いま

す。また、プログラムを全員で取り組んだことが結

果につながったのだと思います。小倉さんの解説、

今回の団長さんである政策推進室の加瀬さん自ら

が｢汚れ｣の入ったフィルムケースを参加者に配り、

通訳アシスタントの女の子もプログラムに参加。全

員参加だったのです。 

プログラムの最後に、会場のみなさんの声を聞く

場面がありました。大学生の男の子が「今日のこと

は、恋人に伝えたいと思う！」と、興奮しながら話

してくれました。大学の先生は、「このプログラム

を私が行えば、千人以上の人たちに伝えることがで

きます。」と話し、ハノイの環境部局の女性は、「み

んなでハノイの環境をもっとよくしましょう！」と

を力強く語るなど、その反応にはこちらが感激する

ほどでした。 

印旛沼あっぷモデル事業 2006 成果報告会 
 

「千葉県NPO主体の新たなまちづくり事業」の「印

旛沼あっぷモデル事業２００６」として、採択され

た１１団体の成果報告会が、２月１６日(金) 午後

１時から４時まで、佐倉市商工会議所ホールで開催

されました。参加者は採択された１１団体、千葉工

業大学、４市役所担当者(佐倉市、八千代市、船橋

市、白井市)、県河川計画課、県 NPO 活動推進課な

どでした。 

当会は、｢印旛沼をきれいにする活動｣について報

告しました。主な活動として、夏休みに親子での体

験活動を流域ごとに展開したこと。その報告会「第

３回印旛沼流域子ども会議」を９月に開催したこと。

市民側が主体となり印旛沼浄化に向けて協働を呼

びかける「第３回印旛沼流域フォーラム」を開催し

たこと、また、水草調査などについて報告しました。 

当会の事業評価としては、親子体験活動の良さと

行政の参加協力をいただいたこと。環境学習プログ

ラムのプランシートが増えたこと。次年度の活動参

加の団体が増えたことでした。課題としては、流域

での活動団体の参加拡大と行政、企業、市民との更

なる協働を推進することでした。 

他の団体からも事業の成果として、活動が大きく展

開し参加呼びかけの仲間が増えたとの報告があり

ました。一方次年度からの活動の継続を検討してい

る団体もあり、今後は各団体の自主事業として、引

きつがれていきます。また、１９年度からは、印旛・

手賀沼合同組織発足に向けて、財団法人日本グラウ

ンドワーク協会が事務局サポートして参加するこ

とが決まりました。    （文責：桑波田） 

環境教育デモンストレーション  
環境教育デモンストレーション 
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『自然体験普及のための千葉自然学校』 
NPO 法人千葉自然学校 理事 桜井義維英 

千葉自然学校は設立して４年になります。 

設立趣旨には、「千葉自然学校は、房総で活動する

様々な自然体験受入団体と連携して、房総の自然を

満喫し、感性を養い、自然と人，人と人のよりよい

関係作りに役立つ自然学校の経営を仲間と一緒に

目指しています。」と、言ったようなことが書いて

あります。（http://www.chiba-ns.net/index.html） 

しかし、千葉県内で、千葉自然学校をご存知の方

はどれだけいらっしゃるでしょうか。ましてや千葉

自然学校が何をしているかということにいたって

は、相当、自然体験にかかわっている方でなくては

ご存じないでしょう。と、言うより日本でも、相当

先進的な取り組みといっていいかもしれません。 

では、どんなことに取り組んでいるかを少しお話

させていただきます。 

大きく分けて、2つのことに取り組んでいます。 

ひとつは、千葉県内の自然体験を行う団体が連携

してがんばることを支援しています。 

もうひとつは、そこで活動する指導者を育て、紹

介するということです。 

《自然体験をおこなう団体の支援》 

支援といっても、団体によって、求めるものはそ

れぞれ違うと痛感しています。団体には大きく分け

て、二つの考えがあるように思います。体験活動を

観光の手法として取り組んでいるところ。もうひと

つは、体験を教育の手法として取り組んでいるとこ

ろ。そしてその手法といってもさまざまです。農林

漁業であったり、観察活動や保護活動、クラフト、

カヌーや、ダイビングなどのスポーツ活動だったり

もします。それらの団体、それぞれにもとめるもの

は違うのです。具体的なことをいくつかご紹介しま

す。 

お客さんが来る 

まず、いかにお客さんが、参加者が来てくれるよ

うにするか。そのために、団体のチラシを作ったり、

ダイレクトメールを送る段取りをしたり、団体の皆

さんの情報を持って、実際に千葉自然学校のスタッ

フが旅行社や、学校を訪問したりしています。 

事務作業 

団体の活動が活発になれば名簿の整理や、会計の

処理も必要になってきます。これらのことは団体に

よっては、とても苦手な部分でもあるようです。し

かし苦手といっていても、これらのことを公明最大

に行わないと、社会的信用を得ることは出来ません。

今までのように、いいことをしているのだから･･･

という言い訳はもはや通用しないのです。 

プログラムの開発 

そして、まったく意識されていないのがプログラ

ムの開発です。 

例えば、田植え。ただ田植えをするだけではあり

ませんよね。集まってから帰るまで、どのように過

ごしてもらうか。気をつけないと、盛りだくさんに

しすぎてしまい、何しに来たのかわからなくなって

しまうという状況を見受けることがあります。この

ような場合はプログラム開発というよりも整理と

いったほうがいいかもしれません。団体ごとにそん

なふうにプログラムチェックし足りないところに

は新たにプログラムを作らなくてはいけないでし

ょう。プログラムの種はあるけれど、プログラムに

はなっていないことがよくあります。また、房総半

島全体で、どこに行ってもこんなことしているとい

ったキャンペーン的プログラムの開発も必要かと

思っています。 

情報の提供  

地域でがんばっている団体は官庁の情報や、全国

的な情報を手に入れることができないときもあり

ます。そのような情報をいち早くつかみ、提供する

ことが出来ればと思います。同時に、行政の行って

いる補助金事業や、企業の助成金制度の情報。そし

て、企業と、各団体とのマッチングなどの情報が提

供できればと思っています。また、団体同士の情報

も交換してもらいお互いに助け合うことがで来る

ようになっていただきたいと思います 

《指導者の養成》 

指導者の役割 

指導者といっても、実は色々な役割があるのです。

その役割りは、大きく分けて･･･ 

１、お客さんの前に立つ人 

２、裏方として、準備や、手配をする人 

３、事業を考え、スタッフを集め、枠組みを作る人。 

このような役割があるともいます。 

共通の知識 

しかしこのような役割があったとしても、自然体

験の事業をする以上、ある程度共通の知識が必要な

ようです。その共通となる部分は、 

１、人を相手に仕事をするには。 

２、安全を確保するには。 

３、自然体験のプログラムとはどのようなものか 
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といったことがあるでしょう。これらを整理して、

提供するには、組織的で、恒常的でなくてはいけま

せん。それも地域に密着していなくてはいけないの

です。 

《思いと現実》 

しかし、自然体験というのは思うことと、するこ

とが食い違うときが多々あります。自然を大切にし

ようと思っていながら、自然に踏み込んでいくこと

もあるからです。しかし、このことをいつもきちん

と自覚し、制御しつつ、次代を担う人に、どう、そ

の思いをもってもらうかが大切だと思うのです。 

 

 

生態学的に持続可能な自然 竹富島憲章 それを保障する社会
ひとびと

こそ 

人類生存の唯一の活路では 
  

この島で    売らない   汚さない   乱さない   壊さない   生かす              
 

が、何故が守られているのだろうか          

 

高橋晴雄 

昨秋 竹富島にいってきた。とにかく美しい島だ。

前に行った時当地の民俗資料館の上勢頭館長から 

『竹富島憲章』なるものをいただいてきた。それは

行政が作ったものではなかった。誰か識者の作文で

もなかった。島民が集まって自分の内的規範として

練り上げて昭和６１年３月につくったものだとい

う。自然環境、文化の保全、保護を住民自身がこれ

ほど明確にしたものは他にあるだろうか。びっくり

したと同時に「実際のところはどうかな」とよーく

確かめたくなり 交通事故後の気分転換をかねて

四日間滞在した。結果なるほどすごいと合点するも

のがあった。折から生物多様性をいち早く取り上げ

た知事を持つ千葉県で生物多様性戦略策定が提起

されている。それを考える際に参考のひとつになる

と思った。資料を見ながらその一部を紹介する。            

竹富島って 

台湾に近い日本最南端八重山諸島にある面積５,

４平方キロ 世帯数165戸の住む竹富島はこんな島

である。‘‘ねこ６１匹  犬 28頭 牛３５４ 水

牛２１頭  バイク７０台  船２５艘  はた

織機３０台 人口３６１人 民宿旅館１３軒  

北緯２４度東経１２４度 ２４番目の重要伝統的

建造物群保存地区などなど‘‘といった具体の島だ。

人口も 15 年間増え続けている。猫犬鶏まで数え上

げている町村はほかにあるだろうか。だからこそ 65

歳以上の高齢者 92 人が縁側コミニケーションに示

される絆の深さでいたって元気に過ごしている。こ

の島はつとに長寿の多い島としても注目されてき

た。この島の特徴はいろいろあるがとにかくうつく

しく落ち着いている。それは何故か。興味は尽きない 

竹富島憲章のあらまし 

一 保全優先の根本理念                 

竹富島を生かす島作りは、優れた文化

と美しさの保存がすべてに優先される

ことを基本理念として、次の原則を守

る 
１「売らない」島の土地や家などを島外の人に売

ったり、無秩序に貸してはならない。 

２「汚さない」海や浜辺、集落など島全体を汚さ

ない。また汚させない。 

３ 乱さない」集落内、道路、海岸などの美観を 

広告、看板、その他のもので乱さない。また島の風

紀を乱させない。 

４『壊さない』由緒ある集落景観、美しい自然を 

壊さない。また壊させない。 

５「生かす」 伝統的祭事行事を、島民の精神的 

支柱として、民俗芸能、地場産業をいかし 島の振

興を図る 

二、美しい島を守る 

（竹富島が美しいといわれるのは、古い沖縄の集落 

景観を最もよく残し美しい海に囲まれているから） 

としゴミ処理の区分けや 樹木の伐採、草花、 蝶、 

魚介、その他のむやみな採取を禁じている。 

三、秩序ある島を守る 

（竹富島が本土や本島にない魅力があるのは、その静 

けさ 落ちつきなどにあるとし、これを保つために騒 

音を禁止し 島内の清掃につとめ、水、電気資源の消 

費は最小限に留めるとして８項目を掲げている。 

四、観光関連業者の心得 

（竹富島の優れた美しさ、人情の豊かさをよく印象

付けるのに、旅館、民宿、飲食店、運送業など）観

光関連従事者の接遇に注意を払っていくとし、１１

項目を掲げている。島の歴史 文化をよく理解し心

づくしの工夫をし、かつ来島者に本憲章を理解して

もらうようつとめるとしている。 

五、島を生かすために 

（竹富島のよさを生かしながら住民の生活を豊か 

にするために。第１次産業の振興に力を入れる）  
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そのため（栽培育成 後継者の養成に努める）とし 

て４項目を掲げている。その4項目に（製作 遊び、 

行事などを通して子供たちに島の心を伝えていく） 

と記している。 

六、外部資本から守るために 

（竹富島観光は、もともと島民が、コツコツ積み上

げてきたてづくりのよさが評価されてきた）からだ

とし（外部の観光資本が入れば島の本質は破壊され 

その利益を住民に還元されることはない。集落景観

保存も島外資本の利益のために行うのではないこ

とを認識し）不動産売買、賃貸借、建造物の新、増、

改築、とり壊しなど７項目については、調整委員会

に届けることを記している 

民俗資料館の上勢頭館長は 作成にあたって「嬬

恋村宿を守る住民憲章」を参考にしたといっていた。

氏は千葉県佐原の街並み景観もみにきている。さて

実際はどうだろうか。 

この島は 

第１に芸能や民芸の島だった。この島には１２０

以上の舞踏、狂言、３００以上の歌謡伝承があり、

今年の祭りでは７５点の芸能が奉納された。沖縄の

友人は、ここの芸能は人にみせる観光芸能ではない、

「命の水 太陽 海や山の幸 」に感謝するために 

神に供える芸能なのだ、と。「そっと」深夜まで続

く練習をのぞき歩いた。鍬あり、鎌あり、水桶あり、 

フイゴあり、あるいはデェイゴの花を持ち、耕して

種をまき、発芽から収穫までのいろいろな奉納の舞

であった。竹富島憲章はこの島の普通の 生きた自

然、普段の暮らし（の歴史履歴）に根ざす生活文化

抜きには考えられないと思った。 

第２は汚さない、汚させない島だった。夕方１０

歳位の子どもが道端を枯山水をはくよう箒ではい

ていた。また朝早く一人暮らし９１歳のおばあさん

が家の前をはいていた。年中やっているとのこと。

日中草刈している壮年とであう。これをやらないと

きがすまない。子どもの時からやっているから。周

りの子ども仲間もみんなやってきたと。 

第３に壊さない、壊させない島だった。台風一過

のマングローブの海岸をあるいてみた。潮吹雪や波

で花は殆ど立ちかれていたが東南アジアで見たえ

び養殖後の荒れ果てたマングローブ荒廃地ではな

かった。マングローブは防波の役も持っているとみ

た。また集落の静かな落ち着き、景観はすばらしい。

千葉は佐原の町並み景観もすばらしいが、景観のな

かによどんだ水やコンクリートが入り混じってい

る、ここは島全体 海、空、緑、屋根、高さ、石垣、

色など調和があった。道すがら石垣の上にクイナが

えさをついばんでいた。 

第４は土地を売らない島だった。土地は利益を越

えたもの、土地 自然は利害と関係なく守られるべ

き価値がある。その価値が『売らない』ということ

で厳格にまもられていた。字数の関係から生物多様

性の擁護との関連を簡単に述べたい。本質は『売ら

ない』ということの意味にある。世界は、日本は、

この千葉も野放図に経済開発に身を任せてきた。そ

の結果地球温暖化や生物多様性の危機など「地球生

命に終止符」を予想させる事態を招いている。身近

にはゴミの不法投棄はめにあまる。生物多様性戦略

は従来の経済成長開発政策の延長には絶対ありえ

ない。また自然そのものを厳格に残していく地域を

この千葉で可能にしたい。竹富島を光にしたいゆえ

んである。 

 

 

千葉市市民活動センターまつりに参加して 
 

去る２月 10 日（土）、11 日（日）の 2 日間、「第

３回全員集合出会いまつり―ＮＰＯ、ボランティア

ウィーク―」が千葉市中央コミュニテーセンターに

て開催され、環境パートナーシップちばも出展しま

した。このまつりには、環境・エコ、福祉、自然観

察など過去最高の 78 のＮＰＯ、ボランティア団体

が参加し、展示、体験講座、パフォーマンス、物品

販売などが行われました。 

当会は、花見川区の小学生を対象に夏休みに開催

した、千葉市エコ体験スクール「水しらべたい ～

私達の水はどこからくるの？ いんばぬまで、屋形

船に乗ってみよう～」と｢印旛沼をきれいにする活

動｣の活動紹介パネル展示をしました。また、印旛

沼・花見川の水を透明なペットボトルに入れその色

や臭いの観察と、ＣＯＤ測定を実演しました。さら

に 30 倍の拡大鏡でヘイケボタルの幼虫を観察する

実演も行いました。印旛沼の水が千葉市民の水道水

として使用されていることをご存知の方も多く、改

めて印旛沼の水を興味深く観察する見学者もおり

ました。特にお子さんに人気があったのは、ヘイケ

ボタルの幼虫観察でした。幼虫は生きているため動

くので、拡大鏡の視野に入れるのにちょっと苦労し

ましたが、実際に観察した子供たちの目は輝いてい

ました。 

1 日目の最後には出展者の懇親会も実施され、Ｎ

ＰＯ環境ネット、花見川の環境を守る会、ＧＯＮＥ

Ｔなどの方々と情報交換ができ、大変有意義な 2日

間でした。来年も是非魅力的な展示、実演を準備し、

また参加したいと考えております。（文責 小関） 
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運運運営営営委委委員員員会会会

だだだよよよりりり 

パートナーシップエコサロン 

～日本一平坦な千葉県が、ちば眺望100景を選定しました～ 
 

２月２３日、今回のパートナーシップエコサロン

は、景観をテーマに行われました。 

千葉県は穏やかな山並みや変化に富む海岸、高層

ビル群など多様な景観を有しています。そして、平

均海抜が約４３ｍで日本一平坦な県であることか

ら、他県に比べわずか５０ｍの高さであっても高所

からの遠望が利きやすく、地域の特色ある眺望を楽

しめるという利点があります。という逆転の発想に

よって、千葉県が県内の優れた眺望について、「ち

ば眺望 100 景」として９４ヵ所を昨年９月に選定し

ました。県が選定に至った経緯や方法などについて

お話いただきました。 

その後、９４ヶ所を美しい写真で紹介していただ

き、県内旅行しているような気分に、さすがサービ

ス満点の千葉県観光課山口秀輝さんのお話でした。 

お話の中で環境と景観の関係については、多くの

人に観られる事によって環境は悪くなるわけは無

く、よりよい千葉の環境・景観となっていくと信じ

ているとのお話も印象に残りました。千葉の環境、

景観を大切にしていきたいものです。 

「ちば眺望１００景ガイドブック」については、

県内の図書館、公民館、インターネット等で観るこ

とができますが、県内のコンビニエンスストア、書

店、道の駅でも販売しているそうです。 この春は、

是非ガイドブックを持ってちばの環境と景観を探

訪にお出かけください。（文責 横山） 

 

 

 

 

 

 

 

2 月運営委員会議事録 
日時：19年 2月 23 日(金) 午後 3時～5時    

場所：船橋市市民活動センター 

報告事項 
1)第 4回印旛沼再生行動大会 

2）千葉市民活動センター「全員集合出会いまつり」 

3）エコウォーキングマップ 

4）印旛沼あっぷモデル事業 2006 成果報告会 

協議事項 
1）2月のパートナーシップエコサロン 
日時：2月 23日(金) 午後 6時 30分 

場所：船橋市女性センター 

話題提供者：山口 秀輝氏  

(千葉県商工労働部観光課) 

2）だより 54号について        

3）19 年度の環パちばの方針   

   A）環境教育についての提案 

   B）印旛沼をきれいにする活動 

C）パートナーシップエコサロンの充実 

  D）10 周年の行事 

  E）組織の検討     

 

 

3 月運営委員会議録案 
日時：19年 3月 12 日(金) 午後 6時から９時   

場所：船橋市市民活動センター 

報告事項 
1) 2 月のパートナーシップエコサロン 

2）エコウォーキングマップ完成  

3）だより 54号確認 

4）印旛沼、・手賀沼連絡協議会 

協議事項 
1）総会について 
日時：５月１３日(日) 会場：検討中 

内容：継続審議 

2）19 年度の環パちばの方針  

 A）環境学習についての提案 

・千葉県環境学習基本方針に当会も実行委員として参画。 

・｢環境学習基本方針を作ろう｣タウンミーティング開催 

日時：３月２１日(水)  Pm1：15～4：45 

会場：千葉市文化センター  ９階会議室 

 B）印旛沼をきれいにする活動 

・流域での活動は１９年度も展開予定。 

・エコウオーキングマツプを使用しての活動を検討

する。 

 C）パートナーシップエコサロンの充実 

 D）10 周年の行事 

 E）組織の検討     
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 花見川河口(東京湾)から印旛沼まで、自然・水・生きもの・ゴミ

などの観察をしながら、印旛沼浄化の啓発につながることを願って、

エコウオーキングマップが完成しました。 

印旛沼環境基金の補助を頂き、3 年間かけて花見川(河口)から印旛

沼までをエコウオーキングしてきました。平成 18年度はまとめの年

として、マップを作成しました。 

このマツプは、本人が気になるところ、観察したことなどをメモ

して完成する「わたしのマップ」です。親子でのサイクリング、観

察会や環境学習など多くの方に是非お使い頂き、感想など頂きたい

と願っております。 

お申込み先： 千葉市中央区中央港1-11-1  (財)千葉県環境財団  環境技術部 環境活動推進ﾁｰﾑ 気付 

   環境パートナーシップちば   電 話 043－246-2180  ＦＡＸ 043－246-6969 

        ※1冊 200 円で販売いたします。詳細は当会からお返事させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境学習・環境教育の推進体制と当会の役割 

氏 名   入会年月日  

住 所  〒 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

年会費 個人1,000円 団体2,000円 賛助会員5,000円 

千葉県環境財団 環境技術部 環境活動推進ﾁｰﾑ気付 

＜環境パートナーシップちば＞ 
入会申込書 

会の趣旨に賛同し（個人、団体、賛助会員として） 

会費を添えて（郵便振替）入会します 

「環境パートナーシップちば」は、環境活動

の推進と充実を目指し、千葉県内の環境市民

のゆるやかな連帯のもと、相互の情報交換と

交流を深め、行政および専門家とのパートナ

ーシップによる活動の展開を図ることを目的

としたネットワークです。 

入会申込先：千葉県環境財団 環境技術部 

環境活動推進ﾁｰﾑ気付 

TEL:043-246-2180   FAX:043-246-6969 

 

会費納入先：環境パートナーシップちば 

郵便振替口座 00160-9-401872  

古紙 100％再生紙使用 

おおお知知知らららせせせコココーーーナナナ
ー 

平成 19 年度環境パートナーシップちば総会開催のご案内 
日時 ５月 13日(日) １３：３０～１６：００ 

場所 浦安市市民活動センター 会議室 

内容 第１部 総会  

☆平成１8年度事業・会計・会計監査報告 

      ☆平成１9年度事業計画(案)・予算(案)  

☆平成１9年度役員改選・新役員紹介 

 第 2部＜千葉県の環境学習・環境教育の推進体制についてのワークショップ＞ぜひご参加下さい 

 平成１８年度は、千葉県環境づくりタウンミーティングが盛んに開催されました。｢環境基本計画｣「環

境学習基本方針」｢環境再生基金｣｢生物多様性千葉県戦略(仮称)｣の施策や見直しなど、市民参加型の策

定に向けた動きが進んでいます。環境学習・環境教育の推進体制と当会の役割を考えるワークショップ

を開きます。多くの会員のご意見を頂き、ご一緒に歩みたいと思います。 

お問い合わせ・お申込み先：桑波田 Tel＆Fax： 043-258-5437 E-mail：kuwahatak@hotmail.com 

 

広報部より 

※皆様の活動やお知らせなどの原稿をお寄せください。 
 
担 当：広田 Tel&fax：047-381-8163 Mail :   hirotayukipon@jcom.home.ne.jp 

 


